
1 娘子の「情熱」はいかに作られたか ― 狭野弟上娘子歌「あめつちのそこひのうらに」試論 ―

娘
子
の
「
情
熱
」
は
い
か
に
作
ら
れ
た
か

ー
狭さ
の
の
お
と
が
み
の
お
と
め

野
弟
上
娘
子
歌
「
あ
め
つ
ち
の
そ
こ
ひ
の
う
ら
に
」
試
論
ー

上 

野 

美 

穂 

子　

一
、
は
じ
め
に

　

君
が
行
く
道
の
長
手
を
繰
り
畳た
た

ね
焼
き
滅
ぼ
さ
む
天
の
火
も
が
も
（
⑮
三
七
二
四
）

　

右
は
、
複
数
の
高
校
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）萬

葉
歌
人
「
狭
野
弟
上
娘
子
」（
注
２
）の

歌
で
あ
る
。
（
注
３
）何

ら
か
の
特
別
な
事
情
で
遠
方
の
越
前
国
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
夫
（
中
臣
宅
守
）

と
の
別
れ
に
際
し
、「
天
の
火
」
で
も
な
け
れ
ば
こ
の
絶
望
的
な
状
況
を
解
消
で
き
な
い
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
歌
う
一
首
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
ま
で
の
歌
論
書
や
注
釈
書
類
で
は
ほ
と
ん
ど

評
価
対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
（
注
４
）明
治
後
期
以
降
、
特
に
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
島し
ま
き
あ
か
ひ
こ

木
赤
彦
（『
万
葉
集
の
鑑
賞
及
び
其
批
評
』
一
九
二
五
年　

岩
波
書
店
）
や
斎
藤
茂
吉
（『
万
葉
秀
歌　

下
』

一
九
三
八
年　

岩
波
書
店
）
ら
に
よ
り
「
秀
歌
」
と
し
て
絶
賛
さ
れ
、
彼
ら
に
よ
っ
て
古
代
の
「
情
熱
派
女
流
歌
人
」
と
し
て
「
発
見
」
さ
れ
た
こ
と
が
、
教
科
書
掲
載
の
下
地
を
醸
成
し
た

と
い
え
る
。

　

こ
の
狭
野
弟
上
娘
子
（
以
下
、
娘
子
と
す
る
）
の
「
情
熱
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
触
れ
て
い
る
の
が
、
先
掲
『
万
葉
秀
歌　

下
』
に
お
け
る
右
歌
の
項
目
の
「
な
お
娘
子
に
は
、『
天
地
の

至そ
こ
ひ極

の
内
（
マ
マ
）う
ちに

あ
が
如
く
君
に
恋
ふ
ら
む
人
は
実さ
ね

あ
ら
じ
』( 

巻
十
五
・
三
七
五
〇) 

と
い
う
の
も
あ
る
程
だ
か
ら
、情
熱
を
以
て
強
く
宅
守
に
迫
っ
て
来
た
女
性
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。」（
傍

線
稿
者
）
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
娘
子
の
「
情
熱
」
は
自
明
の
前
提
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
（
注
５
）無
論
こ
の
「
情
熱
」
的
な
表
現
は
娘
子
の
資
質
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
で
あ
ろ
う
が
、「
情
熱
」
を
掬
い
取
る
「
器う
つ
わ」

が
い
か
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
考
察
が
手
薄
で
あ
る
。
教
科
書
で
扱
わ
れ
る
娘
子
の
作
品
や
そ
の
背
景
に
つ

い
て
新
学
習
指
導
要
領
が
求
め
る
「
深
い
学
び
」
を
実
践
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
観
点
か
ら
の
掘
り
下
げ
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
小
稿
で
は
、斎
藤
茂
吉
が
指
摘
し
た
「
情
熱
」
を
有
す
る
娘
子
の
歌
（
⑮
三
七
五
〇
）
に
焦
点
化
し
、そ
の
「
情
熱
」
が
い
か
に
作
ら
れ
た
の
か
、基
礎
的
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

　
『
萬
葉
集
』で
は
天
地
の
果
て
を
意
味
す
る
表
現（
＝
以
下
、天
地
の
極
限
表
現
と
す
る
）は
、「
天
雲
の
そ
く
へ（
そ
き
へ
）の
極
み
」「
天
地
の
寄
り
合
ひ
の
極
み
」な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
～
の
極
み
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
（
次
節
用
例
7
～
11
・
14
～
18
参
照
）。
こ
の
中
で
今
回
考
察
の
対
象
と
す
る
娘
子
の
歌
の
み
は
、『
萬
葉
集
』
中
の
定
型
表
現
「
～
の
極
み
」
を
用
い
ず
に
「
あ

め
つ
ち
の
そ
こ
ひ
の
う
ら
に
」
と
い
う
特
殊
な
表
現
を
有
し
て
い
る
（
次
掲
用
例
参
照
）。
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2

　

天あ
め
つ
ち地
の
底そ
こ

ひ
の
裏う
ら

に
我
が
ご
と
く
君
に
恋
ふ
ら
む
人
は
さ
ね
あ
ら
じ
（
⑮
三
七
五
〇
）

　
（
原
文
＝
安
米
都
知
乃
曽
許
比
能
宇
良
尓
安
我
其
等
久
伎
美
尓
故
布
良
牟
比
等
波
左
祢
安
良
自
）　

　

一
般
的
に
当
該
歌
は
、「
天
と
地
の
果
て
の
う
ち
に
、
私
の
よ
う
に
激
し
く
夫
に
恋
し
て
い
る
人
な
ど
絶
対
に
い
な
い
で
し
ょ
う
」（『
萬
葉
集
㈣
』
岩
波
文
庫　

二
〇
一
四
）
と
理
解
さ
れ

て
い
る
が
、
実
は
後
述
す
る
よ
う
に
諸
注
釈
に
お
い
て
そ
の
解
釈
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
先
行
研
究
の
検
討
を
通
し
て
解
釈
の
定
位
を
図
る
と
同
時
に
、
当
該
歌
の
「
情
熱
」
を
支
え
る
天
地

の
極
限
表
現
は
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
の
か
、
歌
を
取
り
巻
く
上
代
文
献
や
漢
籍
、
さ
ら
に
は
後
代
の
文
献
と
の
関
わ
り
と
い
っ
た
表
現
環
境
か
ら
可
能
性
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に

す
る
。

二
、
上
代
文
献
に
お
け
る
天
地
の
極
限
表
現
に
つ
い
て

　

そ
も
そ
も
、上
代
の
人
々
が
天
地
の
果
て
を
意
識
し
表
現
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
だ
ろ
う
か
。
上
代
文
献
に
お
け
る
天
地
の
極
限
表
現
は
、『
萬
葉
集
』
に
十
一
例
、『
古
事
記
』

『
出
雲
国
風
土
記
』『
日
本
書
紀
』
に
各
一
例
、『
延
喜
式
祝
詞
』
に
二
例
、『
懐
風
藻
』
に
三
例
と
、
非
常
に
限
定
的
な
用
例
数
と
な
っ
て
い
る
（『
続
日
本
紀
宣
命
』
に
は
用
例
な
し
）。
文
脈

上
で
の
用
い
ら
れ
方
か
ら
見
て
み
る
と
、
大
き
く
以
下
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
（
次
掲
Ａ
～
Ｃ
の
用
例
1
～
19
参
照
）。

Ａ
、
徳
・
権
力
の
浸
透
を
示
す
―
―
神
や
天
皇
な
ど
の
徳
や
力
が
天
地
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
る
こ
と
を
意
味
す
る
…
十
一
例

（
1
）	

紫お
ほ
み
や震
に
御い
ま

し
て
徳
う
つ
く
し
び
う
ま
の
つ
め

馬
蹄
の
極き
は

ま
る
所と
こ
ろを
被お
ほ

ひ
た
ま
ふ
。
玄み
あ
ら
か扈
に
坐い
ま

し
て
、
化
お
も
ぶ
け
ふ
な
の
へ

船
頭
の
逮お
よ

ぶ
と
こ
ろ
を
照て
ら

し
た
ま
ふ
。�

（『
古
事
記
』
序
文
）

（
2
）	

辞こ
と
わ別

き
て　

伊
勢
に
坐ま

す
天あ
ま
て
ら
す
お
ほ
み
か
み

照
大
御
神
の
大お
ほ
ま
へ前

に
白ま
を

さ
く
、
皇す
め
か
み神

の
見み
は
る霽

か
し
坐ま

す
四よ

も方
の
国
は
、
天あ
ま

の
壁か
き
た立

つ
極き
は

み
、
國
の
退そ

た立
つ
限か
ぎ

り
、
青あ
を
く
も雲

の
靄た
な
びく

極き
は

み
、
白し
ら
く
も雲

の
墜お

り

坐ゐ
む
か
ぶ

向
伏
す
限
り
、
青あ
を
う
な
は
ら

海
原
は
棹さ
を
か
ぢ
ほ

柁
干
さ
ず
、
舟ふ
な

の
艫へ

の
至い
た

り
留と
ど

ま
る
極
み
（
略
）
馬
の
爪
の
至
り
留
ま
る
限
り
、
長な
が
ぢ
ま
な

道
間
尤
く
立
て
つ
づ
け
て
～

�

（『
延
喜
式
祝
詞
』
祈
年
祭
二
月
四
日
）

（
3
）	

辞
別
き
て　

伊
勢
に
坐
す
天
照
大
御
神
の
大
前
に
白
さ
く　

皇
神
の
見
霽
か
し
坐
す
四
方
の
国
は　

天
の
壁
立
つ
極
み
、
國
の
退
き
立
つ
限
り
、
青
雲
の
靄
く
極
み
、
白
雲
の
向
伏

す
限
り
、
青
海
原
は
棹
柁
干
さ
ず
、
舟
の
艫
の
至
り
留
ま
る
極
み
～�

（『
延
喜
式
祝
詞
』
六
月
月
次　

＊
用
例
2
と
ほ
ぼ
同
じ
）

（
4
）	

神
須
佐
乃
袁
の
命
、
天
の
壁
立
ち
廻
り
坐
し
き
。�

（『
出
雲
国
風
土
記
』
安
来
の
郷
の
条
）

（
5
）	

上か
み

は
九き
ゅ
う
が
い垓に

冠か
が
ふら

し
め
、
旁あ
ま
ねく

八は
ち
へ
う表

に
濟わ
た

す
。�

（『
日
本
書
紀
』　

巻
十
八
安
閑
天
皇
元
年
閏
十
二
月
）

（
6
）	

聖せ
い
け
う
せ
ん
し

教
千
禩
を
越
え
、
英え
い
せ
い
き
ゅ
う
ぎ
ん

聲
九
垠
に
滿
つ�

（『
懐
風
藻
』　

藤
原
朝
臣
総
前　
「
侍
宴
」）

（
7
）	

～
天
照
ら
す　

日
女
の
命　

天
を
ば　

知
ら
し
め
す
と　

葦
原
の　

瑞
穂
の
国
を　

天
地
の　

寄
り
合
ひ
の
極
み　

知
ら
し
め
す　

神
の
尊
と　

天
雲
の　

八
重
か
き
分
け
て　

神
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3 娘子の「情熱」はいかに作られたか ― 狭野弟上娘子歌「あめつちのそこひのうらに」試論 ―

下
し　

い
ま
せ
ま
つ
り
し
～�

（『
萬
葉
集
』
②
一
六
七
）

（
8
）	

～
大
君
い
ま
す　

こ
の
照
ら
す　

日
月
の
下
は　

天
雲
の　

向
伏
す
極
み　

た
に
ぐ
く
の　

さ
渡
る
極
み　

聞
こ
し
食
す　

国
の
ま
ほ
ら
ぞ　

～�

（『
萬
葉
集
』
⑤
八
〇
〇
）

（
9
）	

天
皇
の　

敷
き
ま
す
国
の　

天
の
下　

四
方
の
道
に
は　

馬
の
爪　

い
尽
く
す
極
み　

舟
の
舳
の　

い
泊
つ
る
ま
で
に　

古
よ　

今
の
現
に　

万
調　

奉
る
官
と　

作
り
た
る　

そ

の
生
業
を
～
～
雨
も
賜
は
ね�

（『
萬
葉
集
』
⑱
四
一
二
二
）

（
10
）	
や
す
み
し
し　

我
が
大
君
の　

高
敷
か
す　

大
和
の
国
は　

天
皇
の　

神
の
御
代
よ
り　

敷
き
ま
せ
る　

国
に
し
あ
れ
ば
～
天
地
の　

寄
り
合
ひ
の
極
み　

万
代
に　

栄
え
行
か
む

と　

思
へ
り
し　

大
宮
す
ら
を　

～�

（『
萬
葉
集
』
⑥
一
〇
四
七
）

（
11
）	

～
旅
行
く
君
は　

～
い
行
き
さ
く
み　

敵
守
る　

筑
紫
に
至
り　

山
の
そ
き　

野
の
そ
き
見
よ
と　

伴
の
部
を　

班
ち
遣
は
し　

山
彦
の　

応
へ
む
極
み　

た
に
ぐ
く
の　

さ
渡
る

極
み　

国
状
を　

見
し
た
ま
ひ
て　

～�

（『
萬
葉
集
』
⑥
九
七
一（
注
６
））

Ｂ
、
別
離
に
お
け
る
対
象
と
の
距
離
の
遠
さ
を
示
す
―
―
天
の
果
て
の
距
離
ほ
ど
に
遠
方
に
別
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
…
三
例

（
12
）	

相
望
む
天て
ん
す
ゐ垂

の
別
れ
、
分わ
か

れ
の
後
長
く
違た
が

ふ
こ
と
莫な
か

れ�

（『
懐
風
藻
』　

石
上
朝
臣
乙
麻
呂
「
掾
公
の
遷
任
し
て
京
に
入
る
に
贈
る
」）

（
13
）	

夕ゆ
ふ
べの
鴛を
し

は
霧
裏
に
迷
ひ
、
曉
の
雁
は
雲う
ん
す
ゐ垂
に
苦
し
む�

（『
懐
風
藻
』
石
上
朝
臣
乙
麻
呂
「
舊
識
」）

（
14
）	

天
雲
の
そ
く
へ
の
極
み
遠
け
ど
も
心
し
行
け
ば
恋
ふ
る
も
の
か
も�

（『
萬
葉
集
』
④
五
五
三
）

Ｃ
、
恋
情
・
慕
情
の
強
度
を
示
す
―
―
相
手
へ
の
思
い
の
強
さ
を
誇
張
す
る
…
五
例

（
15
）	

～
さ
に
つ
ら
ふ　

我
が
大
君
は
～
～
天
雲
の　

そ
く
へ
の
極
み　

天
地
の　

至
れ
る
ま
で
に　

杖
つ
き
も　

つ
か
ず
も
行
き
て　

～　

天
の
川
原
に　

出
で
立
ち
て　

み
そ
ぎ
て
ま

し
を
～
巌
の
上
に　

い
ま
せ
つ
る
か
も�

（『
萬
葉
集
』
③
四
二
〇
）

（
16
）	

天
地
の
寄
り
合
ひ
の
極
み
玉
の
緒
の
絶
え
じ
と
思
ふ
妹
が
あ
た
り
見
つ�

（『
萬
葉
集
』
⑪
二
七
八
七
）

（
17
）	

天
雲
の
そ
き
へ
の
極
み
我
が
思
へ
る
君
に
別
れ
む
日
近
く
な
り
ぬ�

（『
萬
葉
集
』
⑲
四
二
四
七
）

（
18
）	

古
の　

ま
す
ら
男
の　

相
競
ひ　

妻
問
ひ
し
け
む　

葦
屋
の　

菟
原
処
女
の　

奥
つ
城
を　

我
が
立
ち
見
れ
ば
～　

作
れ
る
塚
を　

天
雲
の　

そ
き
へ
の
極
み　

こ
の
道
を　

行
く

人
ご
と
に　

行
き
寄
り
て
～�

（『
萬
葉
集
』
⑨
一
八
〇
一
）

（
19
）
天
地
の
底
ひ
の
裏
に
我
が
ご
と
く
君
に
恋
ふ
ら
む
人
は
さ
ね
あ
ら
じ�

（『
萬
葉
集
』
⑮
三
七
五
〇
）

　

一
見
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
上
代
文
学
に
お
け
る
天
地
の
極
限
表
現
は
そ
の
半
数
以
上
（
約
58
％
）
が
、
Ａ
の
「
神
や
天
皇
な
ど
の
徳
や
力
が
天
地
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
る
こ
と
」
を

表
す
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
注
７
）次

に
多
い
Ｃ
（
約
32
％
）
は
、『
萬
葉
集
』
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
用
例
（
16
）（
17
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
天
地
の
極
限
表
現
（
空
間
表
現
）
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4

が
直
後
の
心
情
表
現
「
思
ふ
」
に
掛
か
っ
て
い
く
こ
と
で
時
間
的
な
永
続
性
へ
と
転
化
し
て
い
く
用
法
な
ど
、
（
注
８
）独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
る
。

　

Ａ
の
う
ち
、（
5
）『
日
本
書
紀
』
の
「
上
は
九
垓
に
冠
ら
し
め
、
旁
く
八
表
に
濟
す
」（
＝
天
地
の
果
て
四
方
八
方
に
ま
で
及
ぶ
の
意
）
は
、『
新
全
集
』
頭
注
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、『
藝
文
類
聚
』
治
政
部
上
「
梁
裴
子
野
丹
陽
尹
湘
東
王
善
政
碑
」
の
「
策
鏡
區
域　

充
塞
乎
無
垠　

上
冠
九
垓　

旁
濟
八
表
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
ま
た
（
6
）『
懐
風
藻
』
の
「
九
垠
」
も
、

『
文
選
』「
甘
泉
賦
」
第
八
段
に
「
漂
龍
淵
而
還
九
垠
兮
、
窺
地
底
而
上
回
」（
＝
「
漂
龍
淵
に
漂う

か
び
て
九
垠
を
還め
ぐ

り
、
地
底
を
窺
ひ
て
上
に
回か
へ

る
」）
と
あ
り
、
地
底
に
至
る
九
層
構
造
の
地

の
果
て
を
表
現
し
て
い
る
（
遠
藤
星
希
「『
甘
泉
賦
』
新
釈
新
考
（
二
）」『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要 

第
十
二
号
』　

二
〇
〇
九
・
一
〇
参
照
）。「
垠
」
は
『
文
選
』「
鷦
鷯
賦
」

に
「
託
絶
垠
之
外
」
と
あ
り
、李
善
注
に
「
絶
垠
、天
邊
之
地
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、地
の
果
て
の
意
を
有
す
る
と
理
解
さ
れ
る
（『
文
選
』
に
は
他
に
、「
甘
泉
賦
」
の
「
地
垠
」、「
羽

猟
賦
」
の
「
北
垠
」
な
ど
の
用
例
が
散
見
さ
れ
る
）。
Ｂ
の
（
12
）『
懐
風
藻
』「
天
垂
」（
＝
天
の
果
て
）
と
（
13
）「
雲
垂
」（
＝
雲
の
果
て
）
の
「
垂
」
は
、そ
れ
ぞ
れ
『
礼
記
』
郊
特
牲
「
地

載
萬
物
、天
垂
象
」
や
『
文
選
』
陸
士
衡
「
悲
哉
行
」
の
「
鮮
雲
垂
薄
陰
」
に
用
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（『
懐
風
藻
全
注
釈
』）。
つ
ま
り
、上
代
文
献
に
お
け
る
天
地
の
極
限
表
現
の
一
部
は
、

漢
籍
表
現
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
、当
時
の
表
現
環
境
と
し
て
、漢
籍
に
は
右
以
外
に
ど
の
よ
う
な
天
地
の
極
限
表
現
が
あ
っ
た
の
か
を
『
文
選
』
で
調
査
す
る
と
、（
Ⅰ
）
～
（
Ⅳ
）
の
パ
タ
ー
ン
が
確
認
で
き
た
（
次

掲
Ⅰ
～
Ⅳ
の
【　

】
は
実
例
を
示
す
）。

（
Ⅰ
）	「
天
末
」「
天
隅
」「
天
涯
」

	

【「
天
末
」
＝
張
平
子
「
東
京
賦
」・
陸
士
衡
「
為
顧
彦
先
贈
婦
二
首
」・「
擬
行
行
重
行
行
」
／
「
天
隅
」
＝
張
茂
先
「
鷦
鷯
賦
」
／
「
君
は
天
の
一
崖
に
在
り
」
＝
江
文
通
「
古
別
離
」】

（
Ⅱ
）	「
極
む
」「
究
む
」「
窮
む
」「
竭つ

く
す
」「
罄つ
く

す
」

	

【「
目
四
裔
を
極
め
」
＝
班
孟
堅
・「
西
都
賦
」
／
「
境
の
曁お
よ

ぶ
所
を
究
む
」
＝
潘
安
仁
「
西
征
賦
」
／
「
天
歩
を
窮
め
」
＝
鮑
明
遠
「
舞
鶴
賦
」
／
「
南
極
を
竭
く
し
、
東
荒
を
窮
む
」

＝
郭
景
純
「
江
賦
」
／
「
地
に
亘
り
て
～
天
を
罄つ
く

し
て
」
＝
顏
延
年
「
宋
郊
祀
歌
」】

（
Ⅲ
）	「
八
極
」「
八
荒
」「
八
裔
」「
八
紘
」「
八
寓
」

	

【「
雲
根
は
八
極
に
臨
み
」
＝
張
景
陽
「
雑
詩
十
首
」
／
「
八
極
も
寸
眸
に
圍こ

む
べ
く
」
＝
左
太
沖
「
魏
都
賦
」
／
「
八
荒
に
走お
も
むか

ん
と
す
」
＝
張
平
子
「
思
玄
賦
」
／
「
八
裔
に
涎い
え
ん延

す
」

＝
木
玄
虛
「
海
賦
」
／
「
古
先
帝
の
代
八
紘
の
洪
緒
を
曾
覽
し
」
＝
左
太
沖
「
呉
都
賦
」
／
「
威
八
寓
に
振
ふ
」
＝
張
平
子
「
東
京
賦
」】

（
Ⅳ
）	

東
西
南
北
の
極
地

	

【「
南
の
か
た
朱
涯
を
澰ひ
た

し
、
北
の
か
た
天
墟
に
灑
ぐ
。
東
の
か
た
析
木
に
演な
が

れ
、
西
の
か
た
青
徐
に
薄せ
ま

る
」
＝
木
玄
虛
「
海
賦
」
／
「
文ぶ
ん
し
ん軫
は
桂
海
に
薄い
た

り
、
聲
教
は
冰ひ
ょ
う
て
ん天を
燭
す
」

＝
江
文
通
「
雜
體
詩
三
十
首　

袁
太
尉
從
駕 

淑
」
＊
「
桂
海
」・「
冰
天
」
は
南
と
北
の
果
て
を
意
味
す
る
（『
新
釈
漢
文
大
系
』
参
照
）】
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5 娘子の「情熱」はいかに作られたか ― 狭野弟上娘子歌「あめつちのそこひのうらに」試論 ―

　

右
の
（
Ⅱ
）「
極
む
」（「
究
む
」「
窮
む
」）
や
（
Ⅲ
）
の
「
八
極
」
は
、
先
掲
『
古
事
記
』『
延
喜
式
祝
詞
』『
萬
葉
集
』
の
「
～
の
極
み
」
と
い
う
表
現
と
類
似
す
る
。
相
互
の
影
響
関
係

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
そ
の
類
似
性
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、『
出
雲
国
風
土
記
』
や
『
延
喜
式
祝
詞
』
の
「
天
の
壁
」（
原
文
「
天
壁
」）
は
、『
新
全
集　

風
土
記
』

の
頭
注
に
「『
天
の
壁
』
は
地
の
果
て
に
天
が
壁
の
よ
う
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
古
代
人
の
認
識
を
示
す
」
と
あ
る
が
、
（
注
９
）右

の
（
Ⅰ
）「
天
末
」「
天
隅
」「
天
涯
」
や
先
掲
『
懐
風
藻
』
用
例

（
12
）
の
「
天
垂
」
と
語
構
成
が
類
似
す
る
。
管
見
の
限
り
で
は
「
天
壁
」
の
用
法
が
確
認
で
き
る
の
は
、『
全
唐
詩
』
卷
五
十
一
「
初
至
崖
口
」
の
「
崖
口
眾
山
斷　

嶔
崟
聳
天
壁
」
か
ら
で

あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
漢
籍
の
「
天
垂
」「
天
涯
」
な
ど
と
い
っ
た
表
現
な
ど
の
語
構
成
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
可
能
性
な
ど
も
考
え
ら
れ
、
今
後
追
究
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
影
響
関
係
は
未
確
定
で
は
あ
る
が
、
上
代
文
学
の
天
地
の
極
限
表
現
が
漢
籍
の
そ
れ
と
発
想
や
表
現
が
類
似
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
中
で
、
今
回
考
察
の
対
象
と
す
る

三
七
五
〇
番
歌
「
あ
め
つ
ち
の
そ
こ
ひ
の
う
ら
に
」
は
類
例
の
な
い
特
異
な
表
現
だ
と
言
え
る
。
当
該
歌
は
当
時
の
表
現
環
境
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
。

　

ま
ず
は
原
点
に
立
ち
戻
り
、
そ
も
そ
も
「
あ
め
つ
ち
の
そ
こ
ひ
の
う
ら
に
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
先
行
研
究
の
検
討
を
通
し
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

三
、「
あ
め
つ
ち
の
そ
こ
ひ
の
う
ら
に
」
の
解
釈

　

先
行
研
究
で
は
、「
あ
め
つ
ち
の
そ
こ
ひ
の
う
ら
に
」（
原
文
「
安
米
都
知
乃
曽
許
比
能
宇
良
尓
」）
の
「
曽
許
比
」
を
、方
向
性
を
限
定
し
な
い
極
限
（
＝
「
果
て
」）
と
、限
定
す
る
極
限
（
＝
「
底

部
」）
の
い
ず
れ
で
解
釈
す
る
か
を
め
ぐ
り
大
き
く
二
説
あ
る
（
次
掲
Ⅰ
・
Ⅱ
）。
さ
ら
に
Ⅰ
は
、「
宇
良
」
を
「
内
側
」
の
意
と
す
る
か
、「
裏
側
」
の
意
と
す
る
か
で
解
釈
が
分
か
れ
て
お
り
、

定
ま
っ
て
い
な
い
（
次
掲
Ⅰ
の
（
ａ
）・（
ｂ
）
参
照
）。

Ⅰ
、「
曽
許
比
」
を
「
果
て
」「
極
限
」
と
訳
出

（
ａ
）	「
宇
良
」
を
「
内
側
」
の
意
と
す
る

	

『
代
匠
記
』（
初
・
精
）・『
古
義
』・『
全
釋
』・『
総
釋
』・『
窪
田
評
釋
』・『
全
註
釈
』・『
大
系
』・『
澤
瀉
注
釋
』・『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』・
岩
波
文
庫
『
萬
葉
集
㈣
』・
佐
野
宏
「
ソ
コ
ヒ
攷
」

（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
二
十
一
』
二
〇
〇
二
）

（
ｂ
）	「
宇
良
」
を
「
裏
側
」
の
意
と
す（
注
１
０
）る

	

『
新
全
集
』・『
新
大
系
』・『
和
歌
大
系
』

Ⅱ
、「
曽
許
比
」
を
「
底
部
」「
ど
ん
底
」
と
訳
出

（
ｃ
）	「
宇
良
」
を
「
内
」
の
意
と
す
る

	

『
全
注（
注
１
１
）』・『

釋
注
』
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6

　

ま
ず
、「
曽
許
比
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
右
の
Ⅰ
の
立
場
で
あ
っ
て
も
、『
新
全
集
』
頭
注
に
「
底
ヒ
は
、
底
部
、
極
限
、
の
意
」
と
あ
る
よ
う
に
「
そ
こ
ひ
」
の
辞
書
的
な
意
味
と
し
て

「
底
部
」「
底
」
の
意
を
併
記
し
て
い
る
注
釈
書
（『
全
釋
』・『
私
注
』・『
新
全
集
』・『
和
歌
大
系
』）
と
、「
底
は
、
上
に
ま
れ
、
下
に
ま
れ
、
竪
に
も
横
に
も
、
行キ
至キ
ハ
マ
レ極
る
處
を
い
ふ
言
な
り
」

（『
古
義
』）
に
み
る
よ
う
に
「
底
部
」
に
限
定
さ
れ
な
い
極
限
の
意
と
し
て
定
義
す
る
注
釈
書
が
あ
る
（『
代
匠
記
』・『
古
義
』・『
全
註
釈
』
な
ど
）。

　

こ
の
揺
れ
は
、「
そ
こ
ひ
」
が
『
萬
葉
集
』
に
孤
例
の
た
め
、「
遠
く
隔
た
っ
た
所
。
退ソ

く
＝
方へ

。」（『
時
代
別
』）
の
意
と
さ
れ
る
「
そ
き
へ
」「
そ
く
へ
」
と
の
関
わ
り
や
、
平
安
時
代
以

降
の
文
献
に
散
見
さ
れ
る
「
そ
こ
ひ
な
き
」「
そ
こ
ひ
も
し
ら
ず
」
（
注
１
２
）と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。

　
『
古
義
』
に
「
曾
許
比
は
、曾
久
敝
、曾
伎
敝
な
ど
云
る
と
同
言
」
と
あ
る
が
、『
萬
葉
集
』
中
の
「
そ
き
へ
」（
二
例
）・「
そ
く
へ
」（
三
例
）
の
用
い
ら
れ
方
を
み
る
と
、「
天
雲
の
そ
く
へ
（
そ

き
へ
）
の
極
み
」
と
い
う
表
現
は
あ
る
も
の
の
（
前
掲
用
例
14
・
15
・
17
・
18
）、「
天
地
の
そ
く
へ
（
そ
き
へ
）
の
極
み
」
と
は
歌
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
関
る

が
、「
天
地
の
寄
り
合
ひ
の
極
み
」
は
あ
る
が
（
前
掲
用
例
7
・
10
・
16
）、「
天
雲
の
寄
り
合
い
の
極
み
」
は
な
く
、「
天
雲
の
向
伏
す
極
み
」
は
あ
る
が
（
前
掲
用
例
8
）、「
天
地
の
向
伏
す

極
み
」
は
な
い
。
つ
ま
り
「
天
地
」
は
「
天
雲
」
の
よ
う
に
詠
歌
主
体
か
ら
「
退そ

く
」
つ
ま
り
離
れ
て
い
く
も
の
で
は
な
い
が
、
際
限
の
と
こ
ろ
で
は
天
と
地
平
が
寄
り
合
っ
て
見
え
る
の
に

対
し
、「
天
雲
」
は
詠
歌
主
体
か
ら
「
退そ

き
」
離
れ
て
い
っ
て
際
限
の
と
こ
ろ
で
「
地
」
に
接
し
て
「
向
伏
す
」
も
の
と
し
て
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、『
萬
葉
集
』
中
で
は
使
い
分
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
そ
こ
ひ
」
は
「
天
地
」
に
対
し
て
、「
そ
く
へ
（
そ
き
へ
）」
は
「
天
雲
」
に
対
し
て
と
使
い
分
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
そ
く
へ
（
そ

き
へ
）」
が
「
そ
こ
ひ
」
と
「
同
言
」
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
そ
こ
ひ
」
を
「
そ
く
へ
（
そ
き
へ
）」
と
同
語
と
す
る
場
合
、
音
韻
変
化
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、「
そ
く
へ

（
そ
き
へ
）」
の
「
へ
（
辺
）」
の
意
で
イ
列
甲
類
の
形
態
素
が
な
い
点
か
ら
み
て
も
、
同
語
と
は
み
な
し
が
た
い
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が『
全
註
釋
』の「
ソ
コ
ヒ
は
、底
ヒ
。
動
詞
底
フ
の
名
詞
形
。
最
奥
部
の
意
で
、は
て
、極
限
を
い
う
。」（
傍
線
稿
者
）で
あ
る
。「
そ
こ
ひ
」の
動
詞
形「
そ
こ
ふ
」は
、

『
萬
葉
集
』
中
に
確
例
を
み
な
い
。
し
か
し
、
先
掲
佐
野
宏
論
文
に
お
い
て
「
そ
く
（
離
く
）」
の
末
尾
韻
を
オ
列
乙
類
に
し
た
動
詞
「
そ
こ
ふ
」
を
想
定
す
れ
ば
そ
の
連
用
形
名
詞
と
し
て
の

「
そ
こ
ひ
」
を
定
位
で
き
る
と
し
、
日
本
書
紀
歌
謡
「
み
な
そ
こ
ふ　

臣
の
嬢
子
を　

誰
養
は
む
」
を
実
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
（
注
１
３
）従
来
、「
み
な
そ
こ
ふ
」
は
未
詳
の
枕
詞
と
し
て
扱
わ
れ

て
き
た
が
、
佐
野
論
文
で
「『
ソ
コ
フ
』
を
『
遠
く
に
離
れ
る
』
義
の
動
詞
と
み
れ
ば
、『
ミ
ナ
ソ
コ
フ
』
は
『
ミ
』
を
水
の
義
と
み
て
『
水
が
遠
く
に
離
れ
る
』
義
に
分
析
さ
れ
る
。（
中
略
）

文
脈
か
ら
は
玖
賀
姫
が
盛
年
を
過
ぎ
て
衰
え
よ
う
と
し
て
い
る
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
。（
略
）
文
脈
上
『
う
ら
ぶ
れ
る
』
乃
至
は
『
力
無
く
萎
え
る
、
枯
れ
る
』
と
い
う
義
に
な
る
」
と
あ
る

の
が
説
得
力
に
富
む
。
と
す
れ
ば
「
そ
こ
ひ
」
は
底
部
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、次・

・

・

・

・

・

第
に
離
れ
る
意
の
「
そ
こ
ふ
」
の
名
詞
形
と
し
て
、「
次・

・

・

・

・

・

第
に
離
れ
る
場
所
の
着
地
点
」
す
な
わ
ち
「
極

限
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

　

結
局
、「
離
れ
る
」
意
の
動
詞
「
そ
く
（
離
）」
か
ら
、「
際
限
」
の
意
の
名
詞
「
そ
き
」
や
「
離
れ
て
い
く
方
向
」
の
意
の
名
詞
「
そ
く
へ
（
そ
き
へ
）」、「
離
れ
て
い
っ
た
場
所
の
着
地
点
・

際
限
」
の
意
の
名
詞
「
そ
こ
（
塞
）」、
動
作
の
継
続
の
接
尾
語
「
ふ
」
の
つ
い
た
動
詞
「
そ
こ
ふ
」
と
そ
の
名
詞
形
で
「
次
第
に
離
れ
て
い
っ
た
着
地
点
＝
果
て
」
の
意
の
「
そ
こ
ひ
」
が
派

生
し
て
い
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
（
注
１
４
）。

　

先
掲
Ⅱ
「『
そ
こ
ひ
』
を
『
底
部
』『
ど
ん
底
』
と
し
て
訳
出
」
す
る
立
場
に
関
し
て
は
、
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
が
、
当
該
歌
は
「
我
が
ご
と
く
天
地
の
底
ひ
の
裏
に
君
に
恋
ふ

ら
む
人
は
さ
ね
あ
ら
じ
」
で
は
な
く
「
天
地
の
底
ひ
の
裏
に
我
が
ご
と
く
君
に
恋
ふ
ら
む
～
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
天
地
の
底
ひ
の
裏
」
は
「
我
が
ご
と
く
君
に
恋
ふ
ら
む
人
」
が
決
し
て

い
な
い
場
所
を
示
し
て
い
る
と
し
て
、「
世
の
中
の
ど
ん
底
に
沈
ん
で
」
と
す
る
『
全
注
』・『
釋
注
』
の
説
を
斥
け
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
以
降
に
「
そ
こ
ひ
」
が
底
部
を
指
す
語
と
な
っ
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た
点
に
つ
い
て
、
先
掲
佐
野
論
文
が
、「『
際
限
』
を
指
す
点
で
、『
ソ
キ
』・『
ソ
コ
』・『
ソ
コ
ヒ
』
は
共
通
す
る
が
、
し
か
し
、『
萬
葉
集
』
や
後
世
の
例
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
、
次
第
に

意
味
分
担
を
し
て
い
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
、『
ソ
キ
』
は
水
平
方
向
の
、『
ソ
コ
』・『
ソ
コ
ヒ
』
は
垂
直
下
方
向
の
『
際
限
』
を
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
（
略
）『
ソ
コ
』
が
垂
直
方
向
の

『
底
』
と
結
び
つ
き
、『
ソ
コ
＝
底
部
』
が
第
一
義
と
し
て
一
般
に
用
い
ら
れ
る
に
及
ん
で
、『
ソ
コ
ヒ
』
は
『
そ
こ
ゐ
』
を
介
し
て
『
底
部
（
底
ゐ
）』
の
義
に
固
定
化
し
て
い
っ
た
」
と
指
摘

し
て
い
る
点
も
考
慮
す
る
と
、『
萬
葉
集
』
の
「
そ
こ
ひ
」
を
底
部
と
す
る
立
場
は
妥
当
と
は
言
え
な
い
。

　

次
に
、「
安
米
都
知
乃
曽
許
比
能
宇
良
尓
」
の
「
宇
良
」
の
検
討
に
移
る
。
先
掲
Ⅰ
（
ｂ
）
の
『
新
全
集
』・『
新
大
系
』・『
和
歌
大
系
』
で
は
「
裏
側
」
の
意
味
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
注
釈
書
は
す
べ
て
「
内
側
」
と
訳
出
し
て
い
る
。
（
注
１
５
）

　

　

い
ず
れ
の
注
釈
書
も
そ
の
根
拠
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
以
下
の
二
点
に
お
い
て
、「
裏
側
」
の
意
味
で
解
釈
す
る
Ⅰ
（
ｂ
）
が
支
持
さ
れ
る
。

　

第
一
の
根
拠
と
し
て
、当
該
歌
を
除
き『
萬
葉
集
』中
で
は
、空
間
を
表
す
仮
名
表
記「
宇
良
」は
、次
掲
用
例（
20
）（
21
）か
ら
わ
か
る
よ
う
に「
裏
側
」の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
20
）	

針
袋
取
り
上
げ
前
に
置
き
返
さ
へ
ば
お
の
と
も
お
の
や
宇
良
毛
都
藝
多
利�

（
⑱
四
一
二
九
）

（
21
）	

伊
蘇
能
宇
良
尓
常
夜
日
来
住
む
鴛
鴦
の
惜
し
き
我
が
身
は
君
が
ま
に
ま
に�

（
⑳
四
五
〇
五
）

　

右
掲
（
20
）
の
「
宇
良
」
は
、
第
三
句
目
「
返
さ
へ
ば
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
袋
の
裏
側
」
で
あ
り
、（
21
）
の
「
宇
良
」
は
類
似
の
発
想
歌
「
我
が
畳
三
重
の
川
原
の
礒
裏
尓
か
く
し
も

が
も
と
鳴
く
か
は
づ
か
も
」（
⑨
一
七
三
五
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
岩
石
の
裏
側
の
陰
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
指
す
。

　

第
二
の
根
拠
と
し
て
、空
間
の
内
側
を
表
現
す
る
場
合
に『
萬
葉
集
』で
は
、三
十
九
例
中
三
十
六
例
が
訓
字「
内
」「
中
」ま
た
は
仮
名「
宇
知
」表
記
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（
三

例
の
例
外
に
つ
い
て
は
後
述
）。

（
22
）	

～
我
妹
子
と
二
人
我
が
寝
し
枕
づ
く
嬬つ
ま
や
の
う
ち
に

屋
之
内
尓　

～�

（
②
二
一
〇
）

（
23
）	

～
我
が
大
君
の
天
の
下
八や
し
ま
の
う
ち
に

嶋
之
中
尓
国
は
し
も
多
く
あ
れ
ど
も
～�

（
⑥
一
〇
五
〇
）

（
24
）	

大
宮
の
宇う

ち

に

も

と

に

も

知
尓
毛
刀
尓
毛
光
る
ま
で
降
ら
す
白
雪
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も�

（
⑰
三
九
二
六
）

（
25
）	

～　

佐さ

ほ

の

う

ち

の

保
能
宇
知
乃
里
を
行
き
過
ぎ
あ
し
ひ
き
の
山
の
木
末
に
～�

（
⑰
三
九
五
七
）

　

右
の
（
24
）（
25
）
の
「
宇
知
」
表
記
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
該
歌
三
七
五
〇
番
歌
も
、「
内
側
」
の
意
味
で
詠
む
の
で
あ
れ
ば
「
天
地
の
そ
こ
ひ
の
宇
知
に
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る

ほ
う
が
『
萬
葉
集
』
中
の
在
り
方
に
即
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
半
の
諸
注
釈
書
が
「
宇
良
」
を
「
内
側
」
と
し
て
い
る
背
景
に
は
、
空
間
の
「
内
側
」
を
意
味
し
「
う

ち
」
と
訓
む
「
裏
」
表
記
例
（
次
掲
三
例
）
の
存
在
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
忖
度
さ
れ
る
。
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（
26
）
こ
の
花
の
一
与
能
裏
波
百
種
の
言
持
ち
か
ね
て
折
ら
え
け
ら
ず
や�

（
⑧
一
四
五
七
）

（
27
）	

春
裏
之
楽
し
き
終
へ
は
梅
の
花
手
折
り
招
き
つ
つ
遊
ぶ
に
あ
る
べ
し�

（
⑲
四
一
七
四
）

（
28
）	

川
渚
に
も
雪
は
降
れ
れ
し
宮
裏
千
鳥
鳴
く
ら
し
居
む
所
な
み�

（
⑲
四
二
八
八
）

　

右
の
（
26
）
傍
線
部
は
通
訓
「
ひ
と
よ
の
う
ち
は
」
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
問
答
形
式
の
答
歌
で
あ
り
、直
前
の
問
歌
「
こ
の
花
の
一
与
能
内
尓
百
種
の
言
そ
隠
れ
る
お
ほ
ろ
か
に
す
な
」（
⑧

一
四
五
六
）
に
「
内
」
と
あ
る
の
を
答
歌
で
「
裏
」
と
変
え
て
い
る
の
は
変
字
法
の
一
種
と
理
解
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
問
歌
の
「
言
そ
隠
れ
る
」
を
受
け
て
、
表
か
ら
見
え
な
い
、
隠
れ

て
い
る
意
を
持
つ
「
裏
」
を
選
択
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。（
27
）
は
、「
は
る
の
う
ち
の
」
で
訓
の
異
同
は
な
い
。「
春
裏
」
は
「
時
間
＋
裏
」
の
用
例
と
し
て
注
目
さ
れ
、家
持
「
述

戀
緒
歌
一
首　

并
短
歌
」（
⑰
三
九
七
八
～
八
二
）
の
左
注
に
「
右
三
月
廿
日
夜
裏
忽
兮
起
戀
情
作
」
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
（
芳
賀
紀
雄
氏
「
萬
葉
集
に
お
け
る
中
国
文
学
の
受
容
」『
古

代
日
本
の
言
語
文
化
』
二
〇
〇
六
）。
場
所
を
示
す
「
内
」
で
は
な
い
こ
と
を
「
裏
」
表
記
で
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。（
28
）
は
「
み
や
の
う
ち
に
」
で
訓
の
異
同
は
な
い
が
、
題
詞
に

「
十
二
日
侍
於
内
裏
聞
千
鳥
喧
作
歌
一
首
」
と
あ
る
の
を
受
け
て
の
表
記
と
判
断
さ
れ
る
。『
萬
葉
集
』
中
、「
宮
の
う
ち
」
の
表
現
は
他
に
「
大
宮
の
内
ま
で
聞
こ
ゆ
」（
③
二
三
八
）・「
大
宮

の
内
に
も
外
に
も
」（
⑰
三
九
二
六
・
⑲
四
二
八
五
）
と
あ
り
、
三
例
と
も
原
文
「
内
」
表
記
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
題
詞
や
左
注
に
「
内
裏
」
表
記
を
持
た
な
い
こ
と
が
そ
の
証
左
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
空
間
を
表
す
文
脈
で
の
「
裏
」
表
記
を
「
う
ち
」
と
訓
む
事
例
に
は
特
別
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、『
萬
葉
集
』
中
の
空
間
を
表
す
「
宇
良
」
表
記
例
は
「
裏
側
」

の
意
で
あ
る
こ
と
や
、
空
間
を
表
す
「
宇
知
」
表
記
の
用
例
に
「
裏
側
」
を
意
味
す
る
事
例
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
該
三
七
五
〇
番
歌
の
「
宇
良
」
も
素
直
に
「
裏
側
」
の
意

味
で
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
節
で
は
三
七
五
〇
番
歌
の
第
一
・
二
句
目
「
安
米
都
知
乃
曽
許
比
能
宇
良
尓
」
の
「
曽
許
比
」
は
底
部
に
方
向
性
を
限
定
し
な
い
極
限
を
意
味
し
、「
宇
良
」
は
「
内
側
」
で
は
な

く
「
裏
側
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
節
で
は
「
天
地
の
果
て
の
裏
側
」
と
い
う
特
異
な
発
想
を
支
え
る
表
現
環
境
に
つ
い
て
、
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

四
、「
天
地
の
そ
こ
ひ
の
う
ら
」
の
発
想
を
支
え
る
表
現
環
境

四
の
一
、
表
現
環
境
の
検
討
（
そ
の
一
）

　

管
見
の
限
り
で
は
、三
七
五
〇
番
歌
の
よ
う
に
「
天
地
の
果
て
の
裏
側
」
そ
の
も
の
を
表
現
す
る
例
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
「
天
地
の
表
裏
」
と
い
う
発
想
で
あ
れ
ば
、「
天
地
裏
」「
天

外
」「
天
表
」「
天
裏
」
な
ど
、
ヒ
ン
ト
と
な
る
用
例
を
確
認
で
き
る
。

　
「
天
地
裏
」
と
い
う
表
現
が
『
大
藏
經
』
に
あ
る
（
次
掲
用
例
29
傍
線
部
分
）。

（
29
）	

我
有
一
句
語
。
遍
在
天
地
間
。
天
地
亦
不
會
。
化
爲
水
與
山
。
日
月
亦
復
爾
。
四
序
相
循
環
。
人
居
天
地
裏
。
譬
如
魚
在
水
。
欲
識
水
與
魚
。
由
來
只
一
揆
。
我
作
是
説
句
非
句
。
～
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（『
大
藏
經
』
竺
僊
和
尚
語
録
巻
下
之
下
）

　

傍
線
直
後
の
「
譬
如
魚
在
水
」
か
ら
、
傍
線
部
分
は
「
人
が
天
地
の
内
側
に
居
る
」
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
漢
籍
に
お
け
る
天
地
に
関
す
る
「
裏
」
は
、
文
脈

に
よ
っ
て
は
「
天
外
」
と
同
義
を
示
す
場
合
が
あ
る
こ
と
が
、
次
掲
用
例
（
30
）『
朱
子
語
類
』
か
ら
確
認
で
き
る
。

（
30
）	

而
今
若
就
天
裏
看
時　

只
是
行
得
三
百
六
十
五
度
四
分
度
之
一　

若
把
天
外
來
說　

則
是
一
日
過
了
一
度　

季
通
常
有
言　
『
論
日
月　

則
在
天
裏　

論
天
則
在
太
虛
空
裏　

若
去

太
虛
空
裏
觀
那
天　

自
是
日
月　

𠁎
得
不
在
舊
時
處
了
』」�

（『
朱
子
語
類
』
卷
第
二 

理
氣
下　

天
地
下
）

　

右
掲
用
例
（
30
）
は
、
天
や
太
陽
・
月
の
運
行
と
そ
の
関
係
に
つ
い
て
、
朱
子
と
義
剛
と
の
問
答
場
面
で
あ
る
。
義
剛
が
「
天
は
一
日
に
一
周
し
、
太
陽
が
一
度
遅
れ
る
の
で
あ
り
、
天
が

一
度
行
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
伯
靖
の
説
を
挙
げ
た
と
こ
ろ
、
朱
子
が
『
礼
記
』「
月
令
」
の
疏
を
取
り
出
し
て
反
論
し
、「
天
の
内
側
（
＝
天
裏
）
か
ら
見
る
時
に
は
、「
ち
ょ
う

ど
三
百
六
十
五
度
と
四
分
の
一
度
運
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
も
し
、
天
を
外
側
（
＝
天
外
）
か
ら
見
て
い
え
ば
、
一
日
に
一
度
行
き
過
ぎ
て
い
る
の
だ
。」
と
述
べ
、
更
に
季
通
（
蔡

元
定
）の
説
を
以
下
の
よ
う
に
援
用
し
て
い
る
。「
太
陽
と
月
に
つ
い
て
は
天
の
内
側
か
ら
論
じ
る
の
で
あ
り
、天
に
つ
い
て
は
広
々
と
し
た
天
空
の
外
側
か
ら
語
る
の
で
あ
る
。
も
し
あ
の
広
々

と
し
た
天
空
の
外
側
か
ら
天
を
眺
め
れ
ば
、当
然
太
陽
と
月
は（
一
日
で
）も
と
の
場
所
に
戻
ら
な
い
」（『「
朱
子
語
類
」訳
注　

巻
一
～
三
』　
『
朱
子
語
類
』訳
注
刊
行
会　

編
者　

垣
内
景
子
・

恩
田
裕
正　

傍
線
稿
者
）。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、「
天
裏
」「
天
外
」「
論
天
則
在
太
虚
空
裏
」
で
あ
る
（
右
掲
用
例
30
傍
線
部
分
参
照
）。「
天
裏
」
＝
「
天
の
内
側
」
に
対
し
て
、「
天
外
」
は
「
天
の
外
側
」
を
表
す
が
、

そ
の
こ
と
を
、天
を
包
み
込
む
宇
宙
空
間
か
ら
見
て
「（
太
虚
空
）
裏
」
と
表
現
し
て
い
る
。
即
ち
こ
こ
で
は
「
天
外
」
と
「
裏
」
が
イ
コ
ー
ル
の
関
係
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
天

外
」
は
、
次
掲
（
31
）『
後
漢
書
』『
文
選
』
に
も
確
認
で
き
る
語
句
で
あ
る
。

（
31
）
踰
庬
澒
於
宕
冥
兮　

貫
倒
景
而
高
厲　

廓
盪
盪
其
無
涯
兮　

乃
今
窮
乎
天
外　
（『
後
漢
書
』
張
衡
列
傳
・『
文
選
』
張
平
子
「
思
玄
賦
」）

　

右
の
（
31
）「
天
外
」
は
、「
薄
暗
い
な
か
で
、
混
沌
を
越
え
て
、
傾
倒
（
太
陽
と
月
）
を
追
い
越
し
て
高
く
昇
る
。（
目
の
前
は
）
開
け
た
空
間
で
果
て
し
な
く
、
今
こ
そ
天
の
外
を
窺
う

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」（『
全
譯
後
漢
書
』
第
十
五
冊
（
渡
邉
義
浩
・
渡
邉
將
智
編　

汲
古
書
院　

傍
線
稿
者
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
天
の
外
」
の
意
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
藝
文
類
聚
』
に
「
天
表
裏
」（
次
掲
32
）、『
文
選
』
に
「
天
表
」（
次
掲
33
）
と
い
っ
た
表
現
が
あ
り
、
当
時
の
表
現
環
境
と
し
て
、
天
の
表
裏
と
い
う
発
想
の
ヒ
ン
ト
の
存
在
を

看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
32
）	

渾
天
儀
曰　

天
如
雞
子　

天
大
地
小　

天
表
裏
有
水�

（『
藝
文
類
聚
』
巻
一　

天
部
）

（
33
）	

排
飛
闥
而
上
出　

若
遊
目
於
天
表　

似
無
依
而
洋
洋�

（『
文
選
』
班
孟
堅　

西
都
賦
）
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右
掲（
32
）は「
渾
天
儀
に
曰
は
く
、天
は
雞
子
の
如
し
。
天
は
大
、地
は
小
に
し
て
、天
の
表
裏
に
水
有
り
」と
、天
の
外
側
と
内
側
に
水
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。（
33
）は「
飛

闥
を
排
い
て
上
り
出
づ
れ
ば
、
目
を
天
表
に
遊
ば
し
む
る
如
く
、
依
る
無
く
し
て
洋
洋
た
る
に
似
た
り
」（
＝
「
飛
闥
の
屋
根
に
張
り
出
し
た
小
門
を
お
し
ひ
ら
き
上
に
出
る
と
、
あ
た
か
も

天
外
を
は
る
か
に
見
わ
た
す
か
の
よ
う
で
、
す
が
る
も
の
と
て
な
く
て
身
は
虚
空
に
た
だ
よ
う
か
の
よ
う
」『
新
釈
漢
文
大
系　

文
選　

賦
篇
上
』
の
訳
）
と
、「
天
表
」
は
「
天
外
」
と
同
義

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
当
該
歌
「
あ
め
つ
ち
の
そ
こ
ひ
の
う
ら
に
」
が
生
み
出
さ
れ
る
発
想
基
盤
と
し
て
、「
天
地
裏
」
を
は
じ
め
「
天
裏
」「
天
外
」「
天
表
」「
天
表
裏
」
と
い
っ
た
、「
天
地
の
表
裏
」

に
関
す
る
漢
籍
表
現
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
て
き
た
。

　
四
の
二
、
表
現
環
境
の
検
討
（
そ
の
二
）

　

当
該
歌
の
「
天
地
の
果
て
の
裏
側
」
と
い
う
発
想
を
支
え
る
空
間
認
識
に
関
し
、
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
女
性
と
裁
縫
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
た
い
。

　
『
蜻
蛉
日
記
』
中
巻
（
安
和
二
年
一
月
）
の
記
述
に
、「
天あ
め
つ
ち地

を
袋
に
縫
ひ
て
」
と
い
う
寿
歌
詞
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
次
掲
用
例
34
）。『
狭
衣
物
語
』
に
も
同
じ
寿
歌
の
一
部
が
引
用
さ
れ

て
い
る
（
用
例
35
）。

（
34
）	

か
く
て
は
か
な
な
が
ら
、年
た
ち
か
へ
る
朝
に
は
な
り
に
け
り
。（
略
）
は
ら
か
ら
と
お
ぼ
し
き
人
（
＝
妹
）、ま
だ
臥
し
な
が
ら
「
物
き
こ
ゆ
。
天
地
を
袋
に
縫
ひ
て
」
と
誦
す
る
に
、

い
と
を
か
し
く
な
り
て
、「
さ
ら
に
身
に
は
、
三
十
日
三
十
夜
は
我
が
も
と
に
、
と
言
は
む
」
と
言
へ
ば
、

（
35
）	

持
ち
た
ま
へ
る
扇
の
う
ち
置
か
れ
た
り
け
る
に
、
手
習
し
た
と
見
ゆ
る
を
、（
略
）
取
り
て
見
た
ま
へ
ば
、
手
づ
か
ら
の
手
習
な
る
べ
し
、（
略
）「
天
地
を
袋
に
縫
ひ
て
」
と
あ
る
は
、

（
今
姫
君
の
）
母
代
が
（
姫
に
）
習
は
し
き
こ
え
た
る
祝
言
な
め
り
と
見
る
に
、

　

右
の
（
34
）
は
正
月
元
日
に
、
寝
床
の
中
で
「
天
地
を
袋
に
縫
ひ
て
」
と
い
う
寿
歌
詞
を
唱
え
て
い
る
妹
を
笑
っ
て
い
る
場
面
で
あ
り
、（
35
）
は
姫
君
が
母
親
か
ら
教
わ
っ
た
寿
歌
詞
を

扇
に
書
い
た
手
習
い
を
狭
衣
中
将
が
見
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
江
戸
時
代
の
伴
信
友
が
随
筆
『
比
古
婆
衣
』（『
日
本
随
筆
大
成　

第
二
期
第
14
巻
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
七
四
）
の
「
天
地
を
袋
に
縫
ひ
て
云
々
と
い
へ
る
事
」
の
項
で
、

（
34
）
の
『
蜻
蛉
日
記
』
の
本
文
を
挙
げ
つ
つ
「
こ
は
当
時
女
が
た
の
、
年
の
始
に
誦
す
る
言コ
ト
ホ
ギ寿
歌
の
詞
な
り
と
ぞ
き
こ
え
た
る
。
然
る
は
女
房
私
記
（
注
１
６
）と
い
ふ
書
に
、（
略
）
禁
中
様
女
中
御

祝
の
次
第
、
正
月
御
鏡
の
も
ち
ひ
祝
ふ
時
の
歌
と
て
、
三
首
あ
る
末
に
、
天
地
を
袋
に
縫
ひ
て
幸
を
、
入
れ
て
も
た
れ
ば
お
も
ふ
こ
と
な
し
。
と
あ
り
て
右
の
歌
ど
も
三
べ
ん
よ
む
べ
し
。（
略
）

歌
の
意
は
、
年
の
始
に
袋
を
縫
ひ
て
、
一
年
の
幸
を
入
る
ゝ
よ
し
の
寿ホ
ギ
ゴ
ト言

す
る
が
、
そ
の
か
み
の
風ナ
ラ
ハ
シ俗

な
り
し
な
る
べ
し
。」
と
指
摘
し
て
お
り
（
傍
線
稿
者
）、
裁
縫
を
す
る
女
性
の
唱
え
る

言
寿
歌
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
「
天
地
を
袋
に
縫
ひ
て
」
と
い
う
発
想
に
つ
い
て
、
大
系
本
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
や
『
全
講
蜻
蛉
日
記
』（
喜
多
義
勇　

至
文
堂
）、『
狭

衣
物
語
全
註
釈
Ⅴ　

巻
三
（
上
）』（
狭
衣
物
語
研
究
会
編　

お
う
ふ
う
）
に
『
管
子
』
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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（
36
）	

①

天
地
萬
物
之
橐　

宙
合
有
橐
天
地
（
中
略
）
天
地
苴
萬
物　

故
曰
萬
物
之
橐　

②

宙
合
之
意　

上
通
於
天
之
上　

下
泉
於
地
之
下　

外
出
於
四
海
之
外　

合
絡
天
地　

以
為
一
裹
～

�

（『
管
子
』
巻
第
四　

宙
合
第
十
一
）

　

右
の
傍
線
①
部
分
「
天
地
は
萬
物
の
橐た
く

に
し
て
、
宙
合
は
有ま
た
て
ん
ち

天
地
を
橐た
く

す
」
と
は
、「
天
地
は
万
物
を
入
れ
る
袋
で
あ
り
、
宙
合
は
さ
ら
に
天
地
を
入
れ
る
も
の
で
あ
る
」（『
新
釈
漢
文
大

系　

管
子　

上
』）と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
天
地
は
万
物
を
包
む
も
の
で
あ
る
と
す
る
概
念
が
読
み
取
れ
る
。『
天
地
の
袋
』と
い
う
表
現
は
、こ
の
よ
う
な
中
国
思
想
の
影
響
を
受
け
た
も
の
」（
先

掲
『
狭
衣
物
語
全
註
釈
Ⅴ　

巻
三
（
上
）』）
と
理
解
さ
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
傍
線
①
の
後
半
部
分
「
宙
合
は
有ま
た
て
ん
ち

天
地
を
橐た
く

す
」
と
傍
線
②
「
宙
合
の
意
は
、
上
は
天
の
上
に
通
じ
、
下

は
地
の
下
に
泉お
よ

び
、
外
は
四
海
の
外
に
出
で
、
天
地
を
合
絡
し
て
以
て
一い
つ
く
わ裹
と
爲
し
」
で
あ
る
。
傍
線
①
後
半
部
分
で
は
、
宇
宙
に
相
当
す
る
「
宙
合
」
が
さ
ら
に
天
地
を
入
れ
る
も
の
と
し

て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
「
宙
合
」
に
つ
い
て
傍
線
②
で
、「
上
は
天
の
上
に
ま
で
至
り
、
下
は
地
の
下
に
ま
で
及
び
、
四
方
は
四
海
の
外
に
ま
で
広
が
り
、
天
地
を
包
括
し
て
一
包
み
と
し
」

（
先
掲
『
新
釈
漢
文
大
系
』
の
訳
に
よ
る
）
と
説
明
し
て
い
る
。
右
の
内
容
は
ま
さ
に
、
三
七
五
〇
番
歌
の
表
現
す
る
天
地
の
寄
り
合
う
果
て
（
＝
「
合
絡
天
地
」）
の
外
側
（
裏
側
）
を
表
現

し
て
い
る
。

　
『
管
子
』
の
影
響
の
も
と
、
女
性
が
縫
う
袋
を
、
宇
宙
に
包
括
さ
れ
る
天
地
の
袋
と
見
立
て
る
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
該
三
七
五
〇
番
歌
の
発
想
基
盤
を
考
え
る
上
で
示
唆
深
い
。
無

論
、
安
和
二
年
（
九
六
九
年
）
の
『
蜻
蛉
日
記
』
と
、
七
四
〇
年
前
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
三
七
五
〇
番
歌
と
は
約
二
百
年
以
上
の
開
き
が
あ
る
が
、
三
谷
栄
一
氏
は
、（
34
）（
35
）
の
二

例
に
つ
い
て
、
こ
の
寿
歌
詞
が
寝
床
で
唱
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
形
式
化
し
、
手
習
言
葉
化
す
る
ほ
ど
に
普
遍
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
指
摘
し
て
お
り
（「
お
ま
じ
な
い
と
和
歌
」『
實
踐
國
文

學　

第
十
九
号
』
一
九
八
一
）、
す
で
に
安
和
二
年
の
段
階
で
「
形
式
化
」
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
奈
良
時
代
後
期
に
「
天
地
を
袋
に
縫
ひ
て
」
と
い
う
寿
歌
詞
に
繋
が
る
発
想
の
萌
芽
が
あ
っ

た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
（
注
１
７
）事
実
、
袋
を
縫
う
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
作
品
が
萬
葉
後
期
に
一
例
あ
る
。

（
37
）	

生
け
る
世
に
我
は
い
ま
だ
見
ず
言
絶
え
て
か
く
お
も
し
ろ
く
縫
へ
る
袋
は�

（『
萬
葉
集
』　

④
七
四
六
）　

　

右
は
大
伴
宿
祢
家
持
が
坂
上
大
嬢
に
贈
っ
た
十
五
首
中
の
一
首
で
、
大
嬢
の
縫
っ
た
袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
家
持
が
、
そ
れ
を
絶
賛
し
て
い
る
歌
で
あ
る
。『
萬
葉
集
』
中
、
人
麻
呂
歌

集
「
住
吉
の
波
豆
麻
の
君
が
馬
乗
衣
さ
ひ
づ
ら
ふ
漢
女
を
据
ゑ
て
縫
へ
る
衣
ぞ
」（
⑦
一
二
七
三
）
を
始
め
、「
衣
」
を
縫
う
歌
は
六
例
確
認
で
き
る
が
（
他
に
⑦
一
三
一
五
・
⑩
二
〇
六
四
・

⑩
二
〇
六
五
・
⑫
二
九
六
七
・
⑯
三
七
九
一
）、「
袋
」
を
縫
う
こ
と
は
こ
こ
で
初
め
て
登
場
し
て
い
る
。
平
安
時
代
前
期
の
「
天
地
を
袋
に
縫
ひ
て
」
へ
と
繋
が
る
地
盤
が
萬
葉
後
期
に
で
き

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
こ
こ
に
、
三
七
五
〇
番
歌
の
「
天
地
の
果
て
の
裏
側
」
と
い
う
空
間
認
識
は
、
裁
縫
に
関
わ
る
女
性
な
ら
で
は
の
発
想
で
あ
る
可
能
性
を
み
て
お
き
た
い
。
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五
、
結
び

　

小
稿
で
は
、「
情
熱
」
の
歌
人
と
し
て
複
数
の
教
科
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
狭
野
弟
上
娘
子
の
作
品
に
つ
い
て
、
教
科
書
掲
載
の
和
歌
選
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
斎
藤
茂

吉
『
万
葉
秀
歌　

下
』
に
そ
の
「
情
熱
」
を
代
表
す
る
歌
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
三
七
五
〇
番
歌
に
着
目
し
、
そ
の
「
情
熱
」
が
い
か
に
作
ら
れ
た
の
か
、
基
礎
的
考
察
を
行
っ
た
。

　
『
萬
葉
集
』
の
天
地
の
極
限
表
現
は
、「
天
雲
の
そ
く
へ
（
そ
き
へ
）
の
極
み
」「
天
地
の
寄
り
合
ひ
の
極
み
」
な
ど
に
み
る
よ
う
に
「
～
の
極
み
」
と
い
う
定
型
表
現
を
有
す
る
が
、
当
該

三
七
五
〇
番
歌
の
み
は
、「
あ
め
つ
ち
の
そ
こ
ひ
の
う
ら
に
」
と
い
う
特
殊
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
特
殊
性
は
『
萬
葉
集
』
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。『
萬
葉
集
』『
古
事
記
』『
出

雲
国
風
土
記
』『
日
本
書
紀
』『
延
喜
式
祝
詞
』『
懐
風
藻
』
な
ど
の
上
代
文
学
作
品
に
お
け
る
天
地
の
極
限
表
現
に
漢
籍
の
そ
れ
と
発
想
や
表
現
に
お
い
て
容
易
に
類
似
性
を
見
い
だ
せ
る
状

況
に
あ
る
中
で
、
当
該
表
現
の
み
は
異
質
で
あ
る
。

　

三
七
五
〇
番
歌
の
特
異
表
現
「
あ
め
つ
ち
の
そ
こ
ひ
の
う
ら
に
」
は
一
般
的
に
「
天
と
地
の
果
て
に
」
と
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
実
は
先
行
研
究
で
は
そ
の
解
釈
に
揺
れ
が
見
ら
れ
る
。
し

か
し
「
そ
こ
ひ
」
は
底
部
に
方
向
性
を
限
定
し
な
い
「
極
限
」
を
意
味
し
、「
宇
良
」
は
「
内
側
」
で
は
な
く
「
裏
側
」
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
だ
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
「
天
地
の

裏
側
に
」
と
い
う
空
間
認
識
が
生
み
出
さ
れ
る
発
想
基
盤
と
し
て
二
つ
の
表
現
環
境
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
天
地
の
表
裏
を
表
す
「
天
地
裏
」「
天
外
」「
天
表
」「
天
裏
」

な
ど
と
い
っ
た
漢
籍
表
現
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
第
二
に
、
裁
縫
を
す
る
女
性
な
ら
で
は
の
空
間
認
識
、
特
に
後
代
の
『
蜻
蛉
日
記
』
引
用
寿
歌
詞
「
天
地
を
袋
に
縫
ひ
て
」
に
み
る
『
管
子
』

の
宇
宙
観
（
＝
女
性
が
縫
う
袋
を
宇
宙
に
包
括
さ
れ
る
天
地
の
袋
と
見
立
て
る
こ
と
）
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
可
能
性
の
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
、
当
該
歌
を
め
ぐ
る
表
現
環
境
と
し

て
叙
上
の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

さ
て
、「
天
地
の
裏
側
」
と
い
う
発
想
は
漢
籍
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
単
に
「
天
地
の
裏
側
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
そ
こ
ひ
」
と
い
う
日

本
古
来
の
語
を
用
い
て
「
天
地
の
果
て
の
裏
側
」
を
歌
っ
て
い
る
点
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
「（
天
地
の
寄
り
合
ひ
の
）
極
み
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
「
極
み
」
と
い
う

語
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
、「
そ
こ
ひ
」
が
有
す
る
語
の
記
憶
と
で
も
い
う
べ
き
語
性
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
第
三
節
で
確
認
し
た
「
次
第
に
離
れ
る
」
意
の
「
そ

こ
ふ
」
の
名
詞
形
と
し
て
、「
次
第
に
離
れ
る
場
所
の
最
終
地
点
」
と
い
う
「
そ
こ
ひ
」
が
有
し
て
い
た
距
離
感
覚
（
＝
漸
層
的
な
奥
行
）
こ
そ
、
詠
歌
主
体
の
心
情
（
＝
ど
こ
ま
で
も
ど
こ

ま
で
も
と
い
う
心
情
）
を
言
い
表
す
の
に
相
応
し
い
語
と
し
て
選
択
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、「
天
地
の
果
て
に
至
る
ま
で
、
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
探
し
に
行
っ
て
、
更
に

そ
の
裏
側
の
天
上
・
地
下
な
ど
を
探
し
た
っ
て
、
私
ほ
ど
自
分
の
夫
に
激
し
く
恋
し
て
い
る
女
性
な
ど
見
つ
か
り
は
し
な
い
わ
」
と
い
う
娘
子
の
「
情
熱
」
を
掬
い
取
る
語
と
し
て
あ
る
。

　
『
窪
田
評
釈
』
の
【
評
】
に
「
宅
守
が
『
天
地
の
神
な
き
も
の
に
』
と
云
ひ
、『
短
き
命
も
惜
し
け
く
も
な
し
』
と
云
つ
て
ゐ
る
の
に
對
し
、
娘
子
も
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
純
粋
の
心
を
持
つ
て
ゐ

る
こ
と
を
云
つ
て
ゐ
る
も
の
で
、
双
方
の
歌
が
お
の
づ
か
ら
に
し
て
誓
詞
の
如
く
な
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
が
、
当
該
表
現
が
宅
守
歌
の
「
天
地
の
神
な
き
も
の
に
あ
ら
ば
こ
そ

我
が
思
ふ
妹
に
逢
は
ず
死
に
せ
め
」（
⑮
三
七
四
〇
）
等
に
対
し
「
劣
ら
ぬ
純
粋
の
心
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
」
歌
う
意
図
の
も
と
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、そ
こ
か
ら
直
ち
に
「
天

地
の
果
て
の
裏
側
に
」
と
い
う
発
想
と
「
あ
め
つ
ち
の
そ
こ
ひ
の
う
ら
に
」
と
い
う
表
現
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
小
稿
で
見
て
き
た
よ
う
な
漢
籍
の
表
現
環
境
（
＝
「
天
地
の
裏
側
」

と
い
う
発
想
と
表
現
）
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
で
は
表
現
し
尽
く
せ
な
い
自
分
の
「
情
熱
」
を
表
す
た
め
の
語
と
し
て
古
来
の
言
葉
（
＝
「
そ
こ
ひ
」）
を
あ
え
て

選
択
す
る
と
い
う
娘
子
の
「
冷
静
な
知
」
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
に
娘
子
の
「
情
熱
」
は
、
娘
子
の
「
知
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
冷
静
」
の
も
と
に
成
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13 娘子の「情熱」はいかに作られたか ― 狭野弟上娘子歌「あめつちのそこひのうらに」試論 ―

り
立
つ
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
（
注
１
８
）

　

（
注
）	

小
稿
引
用
本
文
は
以
下
の
文
献
を
参
考
と
し
た
。『
萬
葉
集
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
』（
塙
書
房
）、『
古
事
記
』『
出
雲
国
風
土
記
』『
日
本
書
紀
』『
蜻
蛉
日
記
』『
狭
衣
物
語
』（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』小
学
館
）、『
古
今
集
』

『
後
撰
集
』（『
新
編
国
歌
大
観
』
角
川
書
店
）、『
延
喜
式
祝
詞
』（
和
泉
書
院
）、『
文
選
』（
中
華
書
局
影
印
本
）、『
文
選
』（『
新
釈
漢
文
大
系
』
明
治
書
院
）、『
藝
文
類
聚
』（
中
華
書
局
影
宋
刊
本
）、『
藝
文
類
聚 (

巻

一) 

訓
読
付
索
引
』（
大
東
文
化
大
学
）、『
懐
風
藻
全
注
釈
』（
笠
間
書
院
）、『
懐
風
藻
』（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』）、『
管
子
』（『
新
釈
漢
文
大
系
』
明
治
書
院
）、『「
朱
子
語
類
」
訳
注
巻
一
～
三
』（
汲
古
書
院
）、『
全

譯
後
漢
書
』（
汲
古
書
院
）、『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
八
十
巻
（
大
正
新
脩
大
藏
経
刊
行
会
）。

（
１
）	

大
修
館
312
、
筑
摩
書
房
322
・
323
、
教
育
出
版
古
Ｂ
309
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）	「
狭
野
茅ち

が
み上
娘
子
」
と
す
る
写
本
（
類
聚
古
集
・
細
井
本
・
無
訓
活
字
本
）
も
あ
る
が
、
他
の
古
写
本
で
は
「
狭
野
弟
上
娘
子
」
と
あ
る
の
に
従
う
。

（
３
）	

巻
十
五
の
三
七
二
三
～
三
七
八
五
の
合
計
六
十
三
首
か
ら
な
る
中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
弟
上
娘
子
と
の
贈
答
歌
群
の
一
首
で
あ
る
。

（
４
）	

品
田
悦
一
「
誰
が
子
に
も
か
も
止
ま
ず
通
は
む
―
中
臣
宅
守
と
狭
野
弟
上
娘
子
の
贈
答
歌
私
解
―
」（『
言
語
情
報
テ
キ
ス
ト
ｖ
ｏ
ｌ
12 

』
二
〇
〇
五
）
に
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
稿
者
の
調
査
で
は
藤
原
俊
成
『
古
来

風
体
抄
』
や
俊
成
女
『
無
名
草
子
』
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
の
『
代
匠
記
』
や
『
古
義
』
な
ど
で
も
ほ
と
ん
ど
評
価
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

（
５
）	

娘
子
歌
二
十
三
首
の
表
現
の
特
徴
を
分
析
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
服
部
喜
美
子
「
中
臣
朝
臣
宅
守
与
狭
野
茅
上
娘
子
贈
答
歌
」（『
万
葉
女
流
歌
人
の
研
究
』
桜
楓
社
・
一
九
八
四
）
が
あ
り
、「
類
歌
性
が
乏
し
く

独
自
の
表
現
が
多
い
」「
強
調
の
助
詞
を
三
つ
も
四
つ
も
重
ね
て
用
い
る
」「
句
切
れ
が
多
い
」「
直
接
相
手
に
呼
び
か
け
命
令
す
る
語
気
（
希
望
・
命
令
）
を
用
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
小
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、

例
え
ば
服
部
論
文
が
指
摘
す
る
「
独
自
の
表
現
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
の
背
景
で
あ
る
。
い
か
に
し
て
そ
の
独
自
性
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
か
を
探
る
論
は
管
見
の
限
り
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
６
）	

⑥
九
七
一
は
、
題
詞
に
「
四
年
壬
申
藤
原
宇
合
卿
遣
西
海
道
節
度
使
之
時
高
橋
連
蟲
麻
呂
作
歌
一
首
」
と
あ
り
、
西
街
道
の
節
度
使
と
し
て
の
任
務
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
権
力
の
及
ぶ
範
囲

を
意
味
す
る
と
解
釈
さ
れ
、
Ａ
に
分
類
し
た
。

（
７
）	

Ａ
の
（
１
）『
古
事
記
』
序
文
の
用
例
は
、天
子
の
徳
を
得
て
今
上
天
皇
の
聖
徳
が
「
馬
の
蹄
の
至
る
と
こ
ろ
地
の
果
て
ま
で
覆
い
、ま
た
船
の
へ
さ
き
の
及
ぶ
と
こ
ろ
海
の
果
て
ま
で
お
照
ら
し
な
さ
る
」（『
新
全
集
』）

こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。「
馬
の
蹄
の
極
ま
る
と
こ
ろ
」「
船
の
頭
の
逮
ぶ
と
こ
ろ
」は『
延
喜
式
祝
詞
』（
用
例
２
・
３
）の「
馬
の
爪
の
至
り
留
ま
る
限
り
」「
舟
の
艫
の
至
り
留
ま
る
極
み
」と
類
似
す
る
表
現
を
有
す
る
。

ま
た
『
祝
詞
』
の
「
天
の
壁
立
つ
極
」
は
、
用
例
（
４
）
の
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
神
須
佐
乃
袁
の
行
動
「
天
の
壁
立
ち
」
と
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
「
祈
年
祭
の
祝
詞
」
は
、
十
二
段
構
成
で
あ
り
、
参
集
し
て

い
る
神
主
・
祝
部
等
に
宣
る
詞
の
あ
と
、
種
々
の
神
々
を
祭
る
詞
が
十
段
に
亘
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
「
天
照
大
御
神
に
白
す
詞
」
の
段
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、
天
地
の
極
限
表
現
で
あ
る
。
こ
の

段
冒
頭
に
は
「
辞
別
き
て
、
伊
勢
に
坐
す
天
照
大
御
神
の
大
前
に
白
さ
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
こ
れ
ま
で
祭
っ
て
き
た
神
々
へ
の
祝
詞
と
は
明
確
に
区
別
」（
粕
谷
興
紀
『
延
喜
式
祝
詞
』
和
泉
書
院
）
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。（
５
）
の
『
日
本
書
紀
』
の
事
例
は
大
伴
大
連
が
勅
命
を
奉
じ
て
い
る
文
章
に
出
て
お
り
、
天
皇
の
徳
が
天
地
の
果
て
四
方
八
方
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
「
上
冠
九
垓
、
旁
濟
八
表
」
と
表
現
し
て
い
る
。

用
例
（
６
）
の
『
懐
風
藻
』
も
、天
皇
の
徳
の
誉
を
天
地
の
極
限
を
意
味
す
る
「
九
垠
」
を
用
い
て
称
え
る
。
Ａ
は
い
ず
れ
も
、天
皇
や
神
須
佐
乃
袁
、天
照
大
御
神
と
い
っ
た
位
相
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
８
）	

⑲
四
二
四
七
に
つ
い
て
、『
萬
葉
集
（
五
）』（『
岩
波
文
庫
』
二
〇
一
五
）
に
「
空
間
の
無
限
の
遠
さ
を
言
う
そ
の
語
を
、
い
つ
ま
で
も
と
い
う
限
り
な
い
時
間
の
表
現
に
用
い
る
」
と
あ
る
。

（
９
）	「
天
の
壁
立
つ
」に
つ
い
て
、注
釈
類
で
は「『
天
壁
』は
水
平
線
・
地
平
線
の
こ
と
で
、国
土
の
果
て
の
意
味
。
天
の
壁
が
そ
そ
り
立
ち
、天
と
地
が
接
す
る
と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
」（
松
本
直
樹『
出
雲
国
風
土
記
注
釈
』

新
典
社
二
〇
〇
七
）・「
地
平
線
の
は
て
に
空
が
壁
の
よ
う
に
そ
そ
り
立
つ
さ
ま
」（
荻
原
千
鶴
『
出
雲
国
風
土
記　

全
訳
注
』
講
談
社
学
術
文
庫
一
九
九
九
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
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（
10
）	

多
田
一
臣
『
萬
葉
集
全
解
』（
筑
摩
書
房　

二
〇
〇
九
）
で
は
、「『
ウ
ラ
』
は
『
裏
』
で
、
表
か
ら
見
え
な
い
隠
れ
た
と
こ
ろ
。
天
地
の
果
て
の
隅
々
ま
で
の
意
」
と
し
、「
天
地
の
果
て
の
そ
の
隅
々
に
至
る
ま
で
、

私
の
よ
う
に
あ
な
た
に
恋
い
焦
が
れ
て
い
る
人
は
け
っ
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
す
る
。
し
か
し
、「
表
か
ら
見
え
な
い
隠
れ
た
と
こ
ろ
」
と
い
う
「
裏
」
の
意
か
ら
、「
天
地
の
果
て
の
そ
の
隅
々
に
至
る
ま
で
」
と

い
う
解
釈
を
導
き
出
し
て
い
る
点
に
飛
躍
が
あ
る
。

（
11
）	『
全
注
』
で
は
「
こ
の
世
の
ど
ん
底
に
沈
ん
で
い
て
」
と
、
心
情
表
現
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

（
12
）	「
そ
こ
ひ
な
き
ふ
ち
や
は
さ
わ
ぐ
山
河
の
あ
さ
き
せ
に
こ
そ
あ
だ
な
み
は
た
て
」（『
古
今
集
』・
⑭
七
二
二
）
で
は
、
底
も
知
れ
な
い
深
い
淵
（
＝
「
底
部
」）
の
こ
と
を
表
現
し
て
お
り
、
ま
た
「
玉
も
か
る
あ
ま
に
は

あ
ら
ね
ど
わ
た
つ
み
の
そ
こ
ひ
も
し
ら
ず
入
る
心
か
な
」（『
後
撰
集
』
⑫
七
九
八
恋
）
で
も
、
深
さ
の
わ
か
ら
な
い
海
の
底
（
＝
「
底
部
」）
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

（
13
）	
同
氏
論
文
で
は
、こ
の
動
詞
「
そ
こ
ふ
」
に
つ
い
て
「
ソ
ク
（
離
）」
の
義
に
、状
態
性
乃
至
は
、作
用
の
継
続
性
を
付
加
し
た
「
次
第
に
遠
く
に
退
く
・
離
れ
て
あ
る
」
の
義
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）	『
古
事
記
傳
三
』
が
「
天
之
常
立
神
、
姓
氏
錄
（
伊
勢
朝
臣
條
）
に
神
底
立
尊
と
あ
り
、（
～
天
之
底
と
云
む
こ
と
は
い
か
ヾ
、
と
思
ふ
人
あ
る
べ
け
れ
ど
も
、）
凡
て
底
と
は
、
上
に
ま
れ
下
に
ま
れ
横
に
ま
れ
、
至
り

極
ま
る
處
を
、
何
方
に
て
も
云
り
、（
略
）
曾
伎
は
曾
久
を
體
言
に
云
る
に
て
、（
中
略
）
又
塞
を
曾ソ

コ許
と
訓ム
も
、
境
域
の
極カ

ギ
リ界
の
地
な
る
を
謂イ

ふ
」（
傍
線
稿
者
）
と
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
的
確
さ
が
理
解
さ
れ
る
。

（
15
）	

当
該
歌
の
「
宇
良
」
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』『
大
辞
林
』『
角
川
古
語
大
辞
典
』
な
ど
の
代
表
的
な
辞
書
の
「
う
ら
」
の
項
目
に
お
い
て
、「
内
側
」
の
意
味
を
持
つ
用
例
の
唯
一
例
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
辞

書
の
定
義
に
関
わ
る
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

（
16
）	『
比
古
婆
衣
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
女
房
私
記
』
は
、『
国
書
解
題
』
に
、「
写
本
一
巻
、
著
者
未
詳
、
女
房
の
年
中
行
事
を
記
し
た
る
も
の
な
り
」
と
あ
る
。

（
17
）	

萬
葉
人
が
読
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
『
文
選
』
の
「
過
秦
論
」
に
「
有
席
巻
天
下
、
砲
擧
宇
内
、
嚢
括
四
海
之
意
、
并
呑
八
荒
之
心
。（
＝
天
下
を
席
捲
し
、
宇
内
を
包
擧
し
、
四
海
を
嚢
括
す
る
の
意
、
八
荒
を
并
呑
す

る
の
心
有
り
。）」
と
あ
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
天
地
の
す
べ
て
の
国
々
を
包
み
取
っ
て
、
嚢
す
な
わ
ち
袋
に
入
れ
て
括
る
よ
う
に
果
て
ま
で
残
ら
ず
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
こ

と
を
表
現
し
て
い
る
。
萬
葉
人
が
、
天
地
を
袋
に
入
れ
る
と
い
う
空
間
認
識
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
知
で
き
る
。

（
18
）	

先
行
研
究
（
先
掲
注
４
品
田
悦
一
論
文
）
で
は
、
宅
守
の
抑
制
さ
れ
た
歌
い
方
（
＝
「
冷
静
」
な
歌
い
方
）
が
娘
子
の
「
情
熱
」
を
際
立
た
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
首
肯
さ
れ
る
。
し
か
し
小
稿
の
考

察
に
よ
れ
ば
、
そ
の
娘
子
の
「
情
熱
」
も
実
は
当
時
の
漢
籍
や
日
本
古
来
の
言
葉
を
あ
え
て
選
択
す
る
と
い
っ
た
「
知
」
に
裏
付
け
ら
れ
た
「
冷
静
」
の
も
と
に
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
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